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第１2号 令和５年９月12日（火）

学校だより 三和中シュワッチ！
三和中学校１８6 校長 宮里直哉

生徒の皆さん、マイスケジュール帳を活用しましょう
保護者の皆さま、マイスケジュール帳の点検をお願いします

1 学期学校評価で、マイスケジュール帳に関する評価はかんばしくありませんでした。
「マイスケジュール帳を効果的に活用している」と答えた生徒は全体で 55.2 ％。それに関連する保護者アンケート
で「子ども達は家庭学習をする習慣が身についている」と答えた保護者は全体で 65.2 ％、「家庭では子どもの学習状
況や提出状況などを把握している」は 56.1％でした。
マイスケジュール帳を使うメリットは、次のようなことが考えられます。

1.「自分が今日何をするべきか」が明確になり、計画を立てて実行する
習慣ができる → 計画性が身につく

2.絵や線など工夫してわかりやすく表現することで情報を整理する力が
身につく → 情報整理がうまくなる

3.要点をまとめていくことで、ノートの書き方のコツもわかるようにな
る → 表現力があがる

4 終わったら線で消したりして「できた」の達成感が得られ、次もがん
ばろうというモチベーションになる

→ 達成感が得られる
5.検定試験の予定などを記入すれば試験日を忘れるといったミスを防
ぎ、逆算して「今どんな学習が必要か」を明確にすることもできる

→ 長期的に見通す力が身につく
子ども達の主体的な活動が軌道に乗るまでは、マイスケジュール帳の週 1 回の点検へのご協力をお願いします。
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1 学期後半にお知らせしましたが、いよいよ“服のチカラプロジェクト”が始ま り

ります。このプロジェクトは、SDGsの実践、難民の子ども達への支援、生徒の主
体的な活動、小中学校の連携、地域の活性化が得られる一石何鳥にもなる欲張りな

取組となっています。

難民の子ども達は、戦争で心が傷ついた経験がある子が多いため、迷彩・武器・

ドクロ・血液の柄は回収できません。また、身長 160ｃｍまでのものとなっていま
す。

プロジェクトの成功へ向けて、本校生徒会、真壁小、米須小、喜屋武小の
児童会が協力し中心になって、ご家庭で不要になった子供服の回収を各
校で期日を決めて行います。
三和中での第 1回目の回収日は、9月 21日(木)学校公開日です。

（回収の詳細については、学校 HP、「まなびポケット」での掲載及び別途配布済の
チラシをご覧ください) 各ご家庭、地域の方々におかれましては、趣旨をご理解

いただき、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

“届けよう、服のチカラプロジェクト”がいよいよ始まります！

裏面に続きます
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9 月 1 日(金)戦争体験者のＤさん(真栄平在)
のご自宅にお伺いして 2 時間半ほどお話を聞い
て、平和について理解を深めました。その様子が

琉球新報「りゅう PON ！」に掲載される予定です。
この企画は戦争体験者の実体験を次世代へ伝える

事を目的に 2011 年から行われています。
二人が聞いた戦争体験が、二人を通して、あるい

は紙面を通じて、同世代へ、地域へと継承されてい

くことを願っています。

2年Ｂさん、Ｃさん
琉球新報『未来に伝える沖縄戦』
取材で平和について学ぶ 9 月 9 日(土)糸

満市平和ガイド育

成事業で研修 2 年
目のＥさんが『魂

魄の塔』のガイド

を行いました。穏

やかで落ち着いた

説明でした。

沖縄で最大の慰

霊塔であった魂魄

の塔は、昭和 54 年
に平和祈念公園内の国立戦没者墓苑に大部分は移されています。

3年Ｅさん、『魂魄の塔』のガイドをしました


